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福島第一原子力発電所 1～3 号機 PCV 近傍やオペレーティングフロアから採取した汚染物サンプルについて

U 含有粒子に着目した分析を行い、粒子の形成過程を検討した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所では廃炉作業の進捗に伴い、1～3 号機原子炉格納容器（PCV）内部や関連設備から

試料が採取され、燃料デブリ分布や核分裂生成物(FP)の化学的特性に関する検討など、廃炉に役立つ知見を

得ることを目的に詳細な分析を進めている。PCV 近傍のサンプルとして、1 号機 PCV 貫通部（X-2）堆積物、

3 号機 PCV 内部調査（水中ロボット調査）装置付着物、放射性物質の放出経路となったと考えられる原子炉

ウェルプラグのサンプルとして、1 号機ウェルプラグの拭き取りスミア、2 号機ウェルプラグ上の養生シート

について U 含有粒子に着目した分析を行い、その形成プロセスの検討を行った。 

2. サンプル分析 

サンプルについて、SEM/EDS により U 濃度が高い領域を探索し、

FIB-TEM/EDS・電子線回折により、組成・結晶構造を分析した。 

3. 分析の結果と形成過程の検討 

1 号機 PCV 貫通部（X-2）堆積物の TEM 像を図に示す。分析点①

~③は立方晶（U,Fe,Cr)O2、④は単斜晶 ZrO2 であった。単斜晶 ZrO2

の存在は、相分離する程度に冷却速度が遅かったことを示唆する。 

2 号機養生シート上の U 含有粒子の中に、立方晶(U,Zr,Fe,Cr)O2と

FeCr2O4の混合相で構成されたものがあった。U-Zr-Fe-Cr-O 系溶融体

が冷却過程で相分離したと考えられ、析出物サイズは冷却速度に依

存するため、冷却速度の推定に役立つ可能性がある。 

3 号機で採取された 4 つの粒子は、いずれも電子回折による輝点

がややリング状となっていた。これは微細な結晶子で構成されてい

るためと考えられる。 
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図 U 含有粒子の TEM 像 

（1 号機 PCV 貫通部(X-2)堆積物） 
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